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る．(Polanyi	 1958,1966,	 Nonaka	 and	 Takeuchi	 1995，Spear	 and	 Bowen	 1999，Leonard	 and	 
Swap	 2005，森	 2005).	 	 
	 アジアの高等教育機関に関する報告では，こうした暗黙知は科学研究や教育において重
要な役割を果たしていると考えられており，様々な手法により教師の暗黙知を共有化する
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